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日
本
留
学
を
志
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
向
け
の
第
24
回

日
本
留
学
フ
ェ
ア
が
、
10
月
７
日
に
東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
バ
ヤ

の
ス
ク
エ
ア
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
で
、
８
日
に
中
央
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
）
で
開
か
れ
る
。
日
本
へ
留
学
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は

過
去
５
年
で
倍
増
し
て
お
り
、
各
学
校
は
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
奨
学
金
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
学
生
に
と
っ
て
は
一
度

に
情
報
収
集
で
き
る
機
会
と
な
り
そ
う
だ
。
　
（
木
村
綾
）

　
留
学
フ
ェ
ア
は
日
本
学
生
支

援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
が
主

催
。
大
学
や
専
門
学
校
、
日
本

語
学
校
な
ど
、
ス
ラ
バ
ヤ
で
49

機
関
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
79
機
関

が
出
展
し
、
留
学
情
報
を
提
供

す
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
調
査
に
よ
る

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生

数
は
２
０
１
６
年
、
４
６
３
０

人
を
記
録
し
、
11
年
か
ら
の
５

年
で
倍
増
し
た
。
学
校
別
で

は
、
大
学
・
大
学
院
へ
の
留
学

が
全
体
の
65
％
を
占
め
て
い

る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
は
、
日
系
企
業

の
進
出
が
進
ん
だ
▽
大
学
の
留

学
誘
致
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
中
国
か

ら
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
諸
国
に
シ
フ
ト
し

て
き
た
▽
英
語
で
学
位
を
取
れ

る
コ
ー
ス
が
増
え
た̶

̶
こ
と

な
ど
が
、
増
加
の
背
景
と
み
て

い
る
。

　
だ
が
国
別
で
は
、
中
国
・
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
の
合
計

が
全
体
の
６
割
を
占
め
る
の
に

対
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学

生
は
わ
ず
か
２
％
に
と
ど
ま

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で

も
、
留
学
先
と
し
て
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が

主
流
だ
。
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日

本
大
使
館
で
教
育
を
担
当
す
る

山
口
敬
一
１
等
書
記
官
は
、

「
授
業
料
免
除
や
奨
学
金
も
あ

り
、
私
費
留
学
の
コ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
決
し
て
悪
く
な

い
は
ず
。
日
本
の
大
学
を
、
ど

う
知
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題
」

と
強
調
す
る
。

■
口
コ
ミ
で
学
生
急
増

　
そ
ん
な
中
、
口
コ
ミ
で
留
学

生
を
獲
得
し
、
着
実
に
増
や
し

て
い
る
の
が
日
本
語
学
校
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
は
16

年
現
在
９
６
０
人
で
、
過
去
５

年
で
６
倍
に
伸
び
て
い
る
。

　
中
で
も
大
阪
外
語
学
院
（
大

阪
市
）
は
、
こ
こ
２
年
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
学
生
が
約
１
０
０

人
増
え
た
。
10
月
に
は
約
30
人

が
新
た
に
入
学
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
学
生
は
約
１
２
０
人
と

な
り
、
学
生
全
体
の
３
分
の
１

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
。

　
同
学
院
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

留
学
生
を
担
当
す
る
中
平
誠
さ

ん
は
「
学
生
が
友
達
を
紹
介

し
、
そ
の
友
達
が
ま
た
紹
介
し

て
と
い
う
よ
う
に
、
２
年
前
か

ら
急
に
増
え
始
め
た
」
と
話

す
。
大
阪
の
都
心
に
あ
り
、
ア

ル
バ
イ
ト
が
し
や
す
い
▽
学
校

近
く
に
学
生
寮
が
あ
る
▽
ム
ス

リ
ム
向
け
の
礼
拝
室
が
あ
る

̶
̶

こ
と
な
ど
が
評
判
を
呼
ん

で
い
る
。

　
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
提
携
し

て
い
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
や

西
ジ
ャ
ワ
州
バ
ン
ド
ン
市
内
の

７
大
学
の
学
生
以
外
か
ら
も
、

　
東
京
国
際
大

学
（
本
部
・
埼

玉
県
川
越
市
）

は
２
０
１
４
年

４
月
に
始
め

た
、
英
語
で
学

位
が
取
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｅ

ト
ラ
ッ
ク
」
が

好
評
だ
。
約
60

カ
国
６
２
０
人

が
在
籍
し
、
う

ち
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
学
生
は
約

90
人
に
上
る
。

大
学
は
こ
と
し

４
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
単
独
事

務
所
を
開
設
し
、
増
え
る
留
学

希
望
者
に
対
応
し
て
い
る
。

　
Ｅ
ト
ラ
ッ
ク
に
は
現
在
、
ビ

ジ
ネ
ス
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
と
国
際

関
係
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
。
成
績
優
秀
者
に
は
最
大

で
全
額
の
授
業
料
減
免
を
用

意
。
就
職
支
援
に
も
力
を
入

れ
、
１
年
次
か
ら
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
相
談
に
乗
り
、
日
本
企
業

へ
の
就
活
ノ
ウ
ハ
ウ
を
解
説
す

る
ほ
か
、
日
本
語
だ
け
で
な
く

英
語
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

先
も
提
供
し
て
い
る
。

　
Ｅ
ト
ラ
ッ
ク
推
進
室
の
関
口

俊
介
・
統
括
部
長
は
「
日
本
語

で
学
ぶ
こ
と
自
体
が
留
学
生
に

と
っ
て
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に
な

っ
て
い
る
」
と
英
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
導
入
の
背
景
を
話
す
。

　
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
区
内
の
進

学
校
を
卒
業
後
、
15
年
に
同
大

に
入
学
し
た
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ハ

ル
ト
ノ
さ
ん
（
20
）
は
「
日
本

の
（
他
の
）
大
学
に
留
学
す
る

友
達
は
、
大
学
入
学
前
に
、
日

本
語
学
校
に
１
年
以
上
通
わ
な

い
と
い
け
な
か
っ
た
。
英
語
で

学
べ
る
こ
と
も
留
学
の
決
め
手

に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
導
入
初
年
度
の
14
年
に
４
人

だ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
入
学

者
は
年
々
増
え
、
17
年
に
は
37

人
が
入
学
し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
の
増

加
に
伴
い
、
15
年
に
は
在
日
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
協
会
（
Ｐ

Ｐ
Ｉ
）
の
同
大
支
部
が
発
足
し

た
。
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

き
、
レ
バ
ラ
ン
（
断
食
月
明
け

大
祭
）
に
は
モ
ス
ク
で
集
団
礼

拝
に
参
加
す
る
な
ど
、
学
生
の

生
活
を
支
え
る
場
だ
。
６
月
に

あ
っ
た
学
内
の
国
際
交
流
行
事

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ

ア
」
で
は
、
伝
統
舞
踊
を
披

露
。
ス
テ
フ
ァ
ン
さ
ん
は
「
留

学
生
が
多
く
、
世
界
中
か
ら
来

た
学
生
と
触
れ
合
え
る
の
も
こ

の
大
学
の
魅
力
」
と
話
し
て
い

る
。
　     

　
　
（
木
村
綾
）

日
本
語
学
校
は
６
倍
に

同
学
院
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
版
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
経
由
で
問
い

合
わ
せ
が
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
後
は

既
存
の
ジ
ャ
カ
ル
タ

事
務
所
に
加
え
、
西

ジ
ャ
ワ
州
バ
ン
ド
ン

や
ブ
カ
シ
に
も
新
た

に
事
務
所
を
構
え
、

留
学
希
望
者
に
対
応

し
て
い
く
。

英
語
で
学
位 

就
職
支
援
も 技

術
者
育
成
の
場

東京国際大学
６
月
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ

ア
で
伝
統
舞
踊
を
披
露
す
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
ら
＝
東
京
国

際
大
提
供

　
技
術
教
育
に
力
を
入
れ
た
い

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
日
本
独
自

の
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
へ

の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
実

験
や
実
習
を
重
視
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
定
評
が
あ
り
、
留
学

生
の
９
割
は
卒
業
後
、
日
本
の

大
学
に
進
学
し
て
い
る
。

　
高
専
は
中
学
卒
業
生
を
対
象

に
し
た
５
年
制
の
学
校
で
、
高

度
経
済
成
長
期
の
１
９
６
２

年
、
技
術
者
の
育
成
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
。

　
５
０
４
人
い
る
留
学
生
の
う

ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
58
人

（
２
０
１
６
年
５
月
時
点
）
。

多
く
が
国
費
留
学
生
で
、
１
年

間
日
本
語
を
学
ん
だ
後
、
高
専

３
年
生
に
編
入
す
る
。
バ
ラ

タ
・
ト
ゥ
リ
プ
ラ
ム
デ
ィ
ヤ
・

オ
ン
ゴ
さ
ん
（
22
）
は
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
特
別
州
内
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
卒
業

後
、
熊
本
高
専
の
人
間
情
報
シ

ス
テ
ム
工
学
科
に
編
入
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
チ
ェ
ス

が
好
き
で
選
手
と
し
て
も
活
躍

し
た
バ
ラ
タ
さ
ん
は
、
チ
ェ
ス

ソ
フ
ト
の
人
工
知
能
に
興
味
を

持
ち
、
「
日
本
の
技
術
に
憧
れ

て
、
日
本
留
学
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
言
う
。

　
だ
が
高
校
ま
で
日
本
語
を
学

ぶ
機
会
は
な
く
、
高
専
の
存
在

も
知
ら
な
か
っ
た
。
大
学
へ
の

留
学
も
考
え
た
が
、
「
専
門
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
」
と

高
専
を
選
ん
だ
。

　
国
立
高
専
で
は
原
則
、
留
学

生
も
日
本
語
で
授
業
を
受
け

る
。
現
在
５
年
生
の
バ
ラ
タ
さ

ん
は
「
実
験
が
多
く
、
ほ
と
ん

ど
毎
週
レ
ポ
ー
ト
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
変
だ
け

ど
、
努
力
す
れ
ば
成
績
は
上
が

る
」
と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で

「高専」、９割が大学進学

話
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授

業
が
好
き
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
に
も
出
場
し
た
。

　
バ
ラ
タ
さ
ん
は
こ
と
し
、
大

学
編
入
試
験
を
受
け
た
。
国
立

高
等
専
門
学
校
機
構
（
高
専
機

構
）
に
よ
れ
ば
、
高
専
卒
業
生

は
大
学
に
編
入
で
き
、
16
年
に

卒
業
し
た
留
学
生
１
３
０
人

中
、
１
２
０
人
が
日
本
の
大
学

に
進
学
し
た
。

　
同
機
構
の
大
村
浩
志
・
事
務

局
次
長
は
「
日
系
企
業
が
東
南

ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
中
で
、
人

材
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
能
力
を
持
っ
た
人
材
が
求

め
ら
れ
、
日
本
の
高
専
教
育
が

再
評
価
さ
れ
始
め
て
い
る
」
と

話
す
。

　
課
題
は
知
名
度
の
低
さ
だ

が
、
海
外
で
高
専
教
育
の
導
入

を
目
指
す
動
き
も
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
高
専
の

元
留
学
生
が
14
年
に
高
専
３
校

を
開
校
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

も
、
既
存
の
職
業
訓
練
高
校

（
Ｓ
Ｍ
Ｋ
）
に
高
専
教
育
を
取

り
入
れ
よ
う
と
、
教
育
文
化
省

な
ど
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
高

専
機
構
の
担
当
者
は
「
訪
問
団

を
作
っ
て
日
本
の
高
専
を
見
学

し
に
来
る
な
ど
、
熱
心
さ
を
感

じ
る
」
と
話
し
、
高
専
の
海
外

展
開
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
村
綾
）

クラスメートと授業を受けるバラタさん（左）＝熊本高専提供

日本体験で理解深める   ＵＮＪ
　
日
本
留
学
は
高
根
の
花̶

̶

。
日
本
語

を
学
び
な
が
ら
も
学
費
や
物
価
が
高
い
と

い
っ
た
先
入
観
は
根
強
く
あ
り
、
日
本
で

は
な
く
隣
国
へ
の
留
学
を
選
ぶ
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
学
生
は
依
然
と
し
て
多
い
。

　
２
０
０
６
年
に
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
国
立
大
学
（
Ｕ
Ｎ
Ｊ
）
日
本

語
教
育
学
科
は
、
「
ま
ず
短
期
留
学
を
」

と
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
あ
る

程
度
の
日
本
語
能
力
を
身
に
付
け
た
３
年

生
後
期
か
ら
４
年
生
を
対
象
に
絞
り
、
約

半
年
間
の
留
学
で
一
定
の
成
果
を
求
め

る
。

　
３
年
生
の
ア
フ
ィ
タ
リ
ア
・
ホ
ラ
タ
ン

さ
ん
（
21
）
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｊ
と
協
定
を
結
ぶ

大
阪
経
済
法
科
大
学
に
５
カ
月
間
留
学
し

た
。
「
授
業
は
週
４
日
。
最
も
力
が
付
い

た
の
は
会
話
力
」
と
話
す
。
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
ス
ト
ア
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
で
ア
ル

バ
イ
ト
も
体
験
し
、
「
お
も
て
な
し
」
な

ど
日
本
の
接
客
方
法
や
文
化
を
直
接
学
ぶ

機
会
も
得
ら
れ
た
。
で
も
半
年
は
あ
っ
と

い
う
間
。
読
解
力
・
作
文
力
な
ど
総
合
的

な
日
本
語
能
力
を
向
上
さ
せ
る
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｊ
で
は
単
位
交
換
が
で
き
る
大
学

間
協
定
は
ま
だ
な
い
た
め
、
休
学
し
て
留

学
す
る
の
が
前
提
だ
。
日
本
語
教
育
学
科

長
の
ユ
ニ
ア
ル
シ
氏
は
「
提
携
を
組
む
大

学
と
シ
ラ
バ
ス
（
学
習
計
画
）
を
突
き
合

わ
せ
な
が
ら
、
単
位
認
定
の
話
を
進
め
て

い
け
れ
ば
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
卒
業
生
の
過
半
数
が
日
系
企
業

に
就
職
す
る
こ
と
も
あ
り
、
13
年
以
降
、

日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
導

入
し
て
い
る
。
学
生
が
直
接
、
日
本
を
体

験
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
日
本
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
試
行
錯
誤
を
続
け
て

い
る
。
　     

（
上
村
夏
美
、
写
真
も
）

日
本
語
の
授
業
で
発
表
す
る
生
徒


